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1 単元名 2 授業者 3 単元目標 4 視点 (教材観,生徒観)
5 単元計画 6 本時の目標 7 本時の展開 (生徒の学習活動,教師の支援)














































































神奈川大学心理 ･教育研究論集 第27号 (2008年3月31日)
生が,具体的に何かを掴むことができたからだ
と思っている｡｢わかった｣という実感をもつ
瞬間があったといってもよい｡しかし,ここか
らもう一歩先の段階にレベルアップするのは,
なかなか難しい｡私は,浜中社 (横浜市立中学
校教育研究会社会部会)で若手の育成の為の研
究会も主宰しているのだが,ここでの活動も大
学での授業と同じ傾向にある｡参加している若
手教師はワークショップをやると楽しく参加す
る｡しかし,彼ら自身の授業はプリント穴埋め
である｡また,研修の場が教科内容の専門的な
部分に入るととたんに興味を失ってしまう｡
こうした状態を打破して,学生や若い教師に
授業力をつけさせるために,どのような工夫が
必要になるのかこれからもさまざまな場面で研
究を重ねていこうと思っている｡
｢教科教育法｣は資格科目であり,大学での
他の授業とは質的に異なってよいと思ってい
る｡学生に対してどのような力の育成が必要な
のか,教員同士が意見交換をしていきながら,
より効果的な育成プランを構築していく必要が
あると感じる｡資格科目であるだけに,ある種
専門学校的な側面もあってよいのではないかと
思っている｡
なお小論は,7隈という時間にも関わらず,
毎回出席し主体的に授業に取り組んでくれた学
生から学ばせていただいたことを拙い文章にし
たものであり,引用させていただいた学生の感
想や成果がなければ成り立つものではない｡こ
こに記して学生のみなさんに感謝するとともに
彼らが教職に就いて活躍することを願ってやま
ない｡また,拙文が少しでも教員養成課程の授
業の在り方について話し合うきっかけになって
くれればと祈っている｡
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